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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項

： 有 ・ 無

２．平成16年3月期　第１四半期業績の概況（平成15年4月1日～平成15年6月30日）

（１）売上高（又はこれに相当する事項)

百万円 ％ 百万円 百万円

（品目別売上高）

難燃剤

無機臭化物  

有機薬品

一般無機物

その他

［売上高又はこれに相当する事項に関する補足説明］

主要品目

100.0

0.20.1

7,123,101

29.9

11.6

34.8

23.6

（単位：千円）

％2,154,404

591,695

2,885,152

30.3

100.0

15,846

参　　　考

％

1,476,002

8.3

40.5

20.7

1,501

合　　計 1,501,716

353,779

174,101

2,219

449,415

522,201

平成16年3月期第１四半期

（注）当該四半期より四半期実績の開示を行っているため、前年同四半期実績及び増減率につ
　　　きましては記載しておりません。

当該四半期 前　期（通期）

金　　額 構成比 金　　額 構成比

平成15年8月6日

上場取引所　東

本社所在都道府県

広島県

平成16年3月期第１四半期

売上高（又はこれに相当する事項）の会計処理の
方法の最近会計年度における認識の方法との相違
の有無

（当該四半期）

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（前年同四半期）

参　　　考

前　期（通期）

　当社は、2003年度を起点としての中期経営計画をスタートさせ、組織的には事業部制を導入
するとともに、既存事業の強化と、新規事業の早期立ち上げを目指し、個々の課題に取り組ん
でいるところであります。

ＴＥＬ（084）-926-0433

　当該四半期（平成15年4月1日～平成15年6月30日）におけるわが国経済は、イラク戦争、Ｓ
ＡＲＳ問題により、世界的な景気減速の影響を受け、世界経済の先行き不安が増幅し、株式市
場は一部回復基調となったものの、依然として企業の設備投資の抑制、個人消費の低迷、雇用
環境が改善されないなど厳しい状況で推移しました。
　このような状況のもと、化学業界におきましても、デフレによる販売単価下落が続いてお
り、競合各社の競争は、さらに激化しております。
　当社においても、主力のプラスチック用難燃剤や有機薬品において、業界そのものの低調の
影響を受け、厳しい販売状況となりました。この状況は当面続くことが予想されます。また、
一般無機物の医薬向け関連分野においては、医療費個人負担アップの影響もあり販売の伸びが
鈍化しております。こうした中において、有機薬品の情報関連分野では、各社とも次世代製品
の開発に相当注力しており、市場はわずかながら伸びており、好転が予想されます。

売上高 ― ― 7,123

対前年同期
四半期増減率

平成15年3月期第１四半期



（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

該当事項はありません。

（注）当該四半期に係る数値について、公認会計士又は監査法人の監査を受けておりません。

３．平成16年3月期の業績予想（平成15年4月1日～平成16年3月31日）

百万円 百万円 百万円

［業績予想に関する定性的情報等］

　 　

　　当期の見通しは、前回予想（平成15年5月16日発表した平成16年3月期の中間期及び通期の業
　績予想）通りに推移する予定であり、変更はございません。

銭

8117

中 間 期

通 期

3,500

7,200

70

予想経常利益 予想当期純利益

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり
　　　ます。予想には様々な不確実要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異な
　　　る場合がありますので、この業績予想に全面的に依拠して判断を行うことは差し控え下さ
　　　い。

8 31

円

1株当たり予想
当期純利益

予想売上高

150

180

400


